
参考文献等リストの見方～入手まで 

図書館利用クイックガイド Kagoshima University Library 

学術文献には、「参考文献」や「引用文献」などのリストがあります。 

これらのリストから、自分の研究分野の文献を芋づる式にさかのぼっていくことができます。 

鹿児島大学附属図書館 情報リテラシー支援室 

１．参考文献記述の基本 

参考文献は、様々なスタイルで書かれていますが、基本的には以下の内容が含まれています。 

【図書全体】1.  著者名・編者名  2.  書名 3.  出版者 4.  出版年   

 例）斎藤孝.  学術論文の技法.  日本エディタースクール出版部,  1977. 

   著者名   書名          出版社        出版年  

【図書の中の一部分】 1.  著者名  2.  章の見出し  3.  書名 ４.  出版者 ５.  出版年 ６.  始めの頁～終わりの頁 

 例）斎藤孝.  “第五章 論文の注”. 学術論文の技法.  日本エディタースクール出版部,  1977,  p.100-115. 

           著者名    章の見出し       書名          出版者        出版年 始めの頁～終わりの頁 

【雑誌記事・論文】1.  著者名  2.  記事・論文名 3.  雑誌名 ４.  出版年, 巻号数, 始めの頁～終わりの頁 

 例）野呂忠秀. インドネシア職業学校教員研修コースの実施. 情報の科学と技術. 1997, 47(11),  p.566-573.  

         著者名          論文名              雑誌名    出版年    巻号数  始めの頁～終わりの頁 

♪one point♪ 

・著者名の後に「題名」が２つ並んでいる場合は、必ず１つ目が論文名または章の見出し、  

 ２つ目が書名または雑誌名です。 

・書名を、『』で区切ったり、イタリック体で記述していることも多いです。 

♪上記例にあてはまらず、論文情報等を読み取ることができないときは、お気軽にカウンターへご相談下さい♪ 

２、参考文献リストから、欲しい文献を入手しよう！ 

 2-1.  学内で入手できるかどうかを「ブックマCatalog」を使って確認しましょう。 

   ！注！「ブックマCatalog」で検索するときには、必ず、「書名・雑誌名」で検索して下さい。 

       論文名や論文著者名では、ヒットしません。 

 例）斎藤孝.  “第五章 論文の注”. 学術論文の技法.  日本エディタースクール出版部,  1977,  p.100-115. の場合 

   

 

 

 

   ２-２.  学内で入手できるかどうかを「電子ジャーナルポータル」を使って確認しましょう。 

   ・2-1.「ブックマCatalog」と同様に、必ず、「書名・雑誌名」で検索して下さい。 

   ・特に欧文雑誌は、「電子ジャーナルポータル」で見つかる可能性が高いです。 

 

 ２-３.  論文は、「CiNii Articles」を使って、web上で本文入手ができないか確かめましょう。 

   ・「CiNii Articles」は、「論文名・論文著者名」で検索して下さい。 

   ・「CiNii Articles」の詳しい使い方については、 

    クイックガイド『国内雑誌記事を探すなら[CiNii Articles]』を参照して下さい。 

     ( http://www.lib.kagoshima-u.ac.jp/ja/manual ) 

学術論文の技法 
書名である『学術論文の技法』を検索窓に入力して検索します。 



このクイックガイドに関する質問やご意見・ご要望は下記までお願いします。 

E-mail:joho@lib.kagoshima-u.ac.jp 

鹿児島大学附属図書館 情報リテラシー支援室 

 略語一覧 

「.(ピリオド)」は、略語という意味で使われます。参考文献等でよく使われる略語は以下の通りです。 

Aufl. Auflage(ドイツ語) 版 

Bd. Band(ドイツ語) 巻。全２巻というときは「2Bde.」となり、 

第２巻というときは「Bd.2」となる。 

cf. Confer(ラテン語) 比較せよ。conferはcompare(比較せよ)のラテン語。 

英語の「confer(授けよ)」の略語として使わないように注意。 

ch./ chap. chapter 章 

ebd. ebenda(ドイツ語) 同じ場所に 

ed. editon; edited by; editor 版、により編集、編者 

et al. et alii(ラテン語) その他 

f. and the following pages 及びそれに続く頁 

ff. and the following pages 及びそれに続く頁 

fig. figure 図 

ibid. ibidem(ラテン語) 同書、同論文中に 

id. idem(ラテン語) 同一著者 

Jahrg. Jahrgang(ドイツ語) 巻 

pl. plate 図版 

S. Seite(ドイツ語) 頁 

ser. series シリーズ 

supp. / suppl. supplement 補遺 

vgl. vergleichen(ドイツ語) 比較せよ、参照せよ 

vol. / Vol. volume 巻、冊。第２巻というときは、「vol.2」「Vol.2」となり、 

全２巻というときは「3 vols.」「3 v.」となる。 

in in 章の見出し in 書名 と書かれることがある 

J. journal 雑誌 

(アルファベット順) 
このクイックガイドを作成する際は以下の図書を参考にしました。 

全て、図書館に所蔵がある図書ですので、ぜひご利用下さい♪ 

・新堀, 聰. (2004). 評価される博士・修士・卒業論文の書き方・考え方. 東京: 同文舘出版. 

・藤田, 節. (2009). レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 東京: 日外アソシエーツ. 

・斉藤, 孝. (1998). 学術論文の技法. 東京: 日本エディタースクール出版部. 

・桜井, 雅. (2003). レポート・論文の書き方上級. 東京: 慶應義塾大学出版会. 

 ２-４.   学内所蔵なし・web上で入手もできない場合 

     →学外からの取り寄せを検討して下さい。 

      学外資料の取り寄せは、「My Library」または カウンター で承ります。 

      ＊有料のサービスです。詳しくは図書館職員にお尋ね下さい。 

この他にも数多くの略語が存在します。 

わからない場合は、図書館職員に尋ねるか、 

下記で紹介している図書を使って、 

調べてみて下さい！ 

（2017/04/14現在） 


